
円教寺と子どもたち（明治44年）

「寿雲」(昭和36年)
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 11/27(土)～12/15(水)

 10:00-17:00

ハーモニーホール座間 ギャラリー
神奈川県座間市緑ケ丘1-1-2

お問合せ 座間市教育委員会生涯学習課

　　　046-252-8431

小田急線「相武台前」駅下車
徒歩15分 座間市役所となり
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無料

主催:座間市教育委員会/(公財)座間市スポーツ・文化振興財団 主管:座間市大凧保存会/幼年会研究会 協力:座間市写真連盟
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オリジナル写真 現代のＡＩ技術を使い

着色を行った写真

ＡＩ技術により、よみがえる当時の座間

　幼年会は座間小学校の青年教師鈴木利貞
により１９００(明治３３)年に始められ、子ども
の主体性を育て、「いじめ」「不登校」に取り
組み、単にこれらの問題をなくすだけでなく、
健全な地域社会、学校を作り上げるために、
幼少のころから社会生活、団体生活を体験
させ、立派な社会人に育て上げようという目
的で作られた。会は、小学生、高等小学校の
生徒で組織され、子どもたちの手で自主的
に運営された。この会は村内各地域や近隣
村にも広がり、１９１２(大正元)年には座間小
学校の教育経営の中に取り入れられた。
　紹介する写真は絵葉書を作製、販売し、幼
年会の活動資金とする目的で撮影されたも
のである。撮影者は座間出身の書誌学者･
俳人の斉藤昌三と伝えられ、幼年会の良き

協力者であった。
　写真原版は、イルフォード(Ilford　London 
England)の社名が入った説明書きが貼ら
れた黒い紙製の箱に、 手札版(10.8×8.2
ｃｍ)の写真乾板9枚が入っており、説明書き
に墨で『座間名所写真－明治４４年１１月』と
上書きされていた。また、同時にそれより大き
なキャビネ版３枚の幼年会の乾板も見つかっ
ている。
　写真は明治末年の座間の名所旧跡など、
懐かしい風景を写したもので、当時の市内の
様相を知る上で大変に貴重な資料となって
おり、同時代の写真も紹介する。また、今回、
写真乾板原板や幼年会等の関係資料も展
示する。

　本市を中心に、この地方では昔から端午の
節句に男子、特に長男の誕生を祝い、その健
やかな成長を願って、いわゆる「祝い凧」を
作って揚げる風習が行われており、「座間の
大凧」の起源はここにあると伝える。祝い凧
を贈る風習は、今でも神奈川県はもとより青
森、秋田、静岡、愛知、鳥取、愛媛、福岡、熊
本など各地で行われていることが知られて
おり、県内の各市町村の中でも特に相模川
の流域を中心に行われている。
　座間の祝い凧は、3尺(0.9ｍ)から2間(3.6
ｍ)くらいまでの大きさで、形は正方形。図柄
に家紋と文字を描くのが特徴であり、右上に
家紋を赤で、左下に初節句の子供の名前の
頭文字を青で書く。今はほとんど見られない
が、以前はこれより小さな「一枚凧」と呼ぶ
半紙１枚張りのものが一般的で、五月の空
を端午の節句を祝って盛んに揚げられた。こ
れらの特徴は大凧にも受け継がれる。
　座間でいつごろから祝い凧の風習が行わ

れてきたのかはつまびらかではないが、大凧
の始まりが祝い凧にあるとされていることか
ら、少なくとも大凧の起源と伝えている文化・
文政期 (１８０４～１８３０年)より以前に、その
起りを求めることができると推察される。
　当初は祝い凧として各家で揚げられていた
ものが、有力者や資産家の家などでムラの
若者に頼んで大きな凧を作って揚げてもらう
ようになった。凧作りと凧揚げは若い衆たち
の数少ない娯楽の一つとして広く受け入れら
れ、凧も次第にムラ全体の行事になってい
き、さらに国家的慶事ともあわせ、大きな凧
がより高く揚がった方が縁起良いということ
で大型化していった。
　展示する写真は、多くは座間市市史編さん
事業の中で収集されたもので、明治後期か
ら昭和前期に各集落(ムラ)で揚げられてい
た大凧の記念写真や掲揚写真で、大凧文化
の様子を伝える貴重なものである。

護王姫社(明治43年)

中宿幼年会(大正時代)

上宿の大凧「瑞誠」（昭和10年頃）

祝い凧（座間駅前・昭和15年頃）

幼年会の世界

祝い凧 大凧

　現存する写真の多くは、白黒、また保存状

態も良好とは言えない状態で残っています。 

　今回、展示をするにあたり、こうした写真にデ

ジタル処理による補修を施し、AI技術を用い

てカラー化を実現。「当時の座間」が鮮やかに

よみがえりました。

　展示でぜひ感じていただきたいのが、子ども

たちの躍動感や人々の生活の息吹。当時を懐

かしむ方も、新しい魅力を発見する方も、活き

活きとした様子が伝わってくる「当時の座間」の

再現をぜひお楽しみください。

➡
デジタル補修

AI技術による

カラー化

座間市市制施行５０周年記念事業
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